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　札幌に18年住んでいる。ここは思い出の地というより、むしろ日常。だか

ら私の三都物語は故郷の美唄に始まり、ついで学生時代の小樽、そして8年

間過ごした香港となる。実家は米つくり農家。マガンで有名な宮島沼の近

く。小学1年の級友はたったの13人。2年になると1年と一緒の複式学級。そ

の仲間たちとの年2回の集まりが今も続く。18歳で小樽へ。丘の上の小さな

学校。外界と遮断された異空間。毎夜、地獄坂を下り花園町で飲む、暴れる、

吐く。仲間と夜明けまで、部活、ゼミ、将来の夢を語る。この地から多くを学

んだ。社会人7年目で香港へ。生き馬の目を抜くような国際金融都市。不夜

城。騙しだまされ、かけがえの無い経験と仲間を得る。いつの時も真面目に

頑張っていれば、その時々の仲間と人生の高みで再び巡り会う。今まさにそ

の時を謳歌している。

平　塚　　　彰　
（昭和57年卒）

巻頭リレーエッセイ
私の三都物語
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　緑丘会札幌支部副支部長に就任して２年が経過しようとしています。人格形成の大事な時期に商大で勉学

できたことは私にとって大きな一歩になっていました。いずれどこかで、何らかの形で母校へ貢献できればと

願っていました。エバーグリーン講座の講師を２回引き受けましたが、学生のこれからの人生のヒントになれ

ばと思っています。

　山田支部長の下で各副支部長がそれぞれの役割を担っております。私は会計に関する分野と室工大との交

流分野を担当しています。

　先輩が設立してくれた札幌支部も時間の経過とともに、会員の期待も変化し、帰属意識も希薄化している状

況です。会員ファーストの理念で札幌支部発展に貢献することを目途としております。

　私の任期もわずかとなりましたが、新たな視点で札幌支部の永続に寄与したいと考えております。皆様のご

協力をお願いします。

　副支部長をさせていただいている宮坂と申します。自己紹介を簡単にしますと、「札幌開成高校出身、予備

校1年経験し昭和48年入学、第二外国語はスペイン語、長谷部ゼミ、山岳部、智明寮、アルバイト歴は学生らし

く家庭教師を4年間、昭和52年卒業後は札幌トヨタ自動車㈱に勤務してちょうど40年たち現在に至る。」といっ

たところです。

　緑丘会とは会社に入った時から年2回、年次大会と新年交礼会に半強制的に会券が社内便で送られて来てい

ましたので、会費がもったいないという理由で懇親会の部に出席していました。会社で営業経験が増えてくる

につれて多くの先輩にめぐり合い、懇親会でお会いするのが楽しみになりました。緑丘会の仕事は年度幹事に

なってからですが、そのきっかけはある日山岳部の大先輩である横井支部長（当時）から「手伝え！」とのお誘

いがあったことでした。

　これまで積極的な活動はしていませんが、いつの間にか副支部長の大役を仰せつかりましたので、微力なが

ら何かの恩返しができればと思っています。

会員ファーストの
札幌支部運営のために

たくさんの出会いに感謝！

緑丘会札幌支部
副支部長

大　石　一　良
（昭和49年卒）

緑丘会札幌支部
副支部長

宮　坂　武　志
（昭和52年卒）
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　私が緑丘会に出会った最初は、平成16年の当番幹事です。その時にお会いした同期の方々、女子は皆既知の

間柄でとても懐かしく思いましたが、男子はほぼ「初めまして」状態。それでもゼミや部活、語学のクラス、飲

み屋街の話題で共通項が見つかると、あっという間に和気藹々の間柄となりました。

　「同窓っていいなぁ、楽しいなぁ。」がその後の緑丘会への関わりの原点となりました。

　平成17年にサテライト委員会参加、平成18年～平成24年まで事務局に勤め、平成24年6月から副支部長とし

て現在に至っております。

　私の役割は、「女性会員を増やすこと」です。様々なイベントを企画して参加してもらうことで、緑丘会との

関わりを深めていただくよう日々アイディアを捻っております。これまでに、クリスマス会、読書会、講習会、

講演会、食事会等を実施致しました。

　「緑丘会は宝の山」と言った同窓生がおられます。私もこれまでの12年で素晴らしい方々とのご縁がここで

出来ました。同窓会との縁が自分の中で輝き、「入って良かった」と思える同窓会活動を目指して努力して参

りたいと思います。今後とも宜しくお願い致します。

　緑丘会札幌支部副支部長を務めさせて頂いている吉田です。昭和53年入学、昭和57年卒業ですので今年が
卒業35周年となります。国立大学二期校、最終年度の学生でもあります。
　卒業後は東京勤務4年、札幌勤務7年、再び東京勤務7年、札幌勤務6年、三度東京勤務3年そして現在は札幌
勤務…ということで、これまで本部とも札幌支部とも殆ど交流が深まらないままの年月でした。
　一昨年縁があって、札幌支部のお手伝いをさせて頂くことになりました。
　部活のOB会を通じて部の後輩諸君との付き合いは割と頻繁にありましたが、母校の現況を知るところまで
は至らずでした。
　副支部長拝命以降は、学長始め母校の先生、職員の方々、緑丘会重鎮の方々との知己を得るとともに、母校
の発展と学生諸君、卒業生の皆さんのために、考えるべきこと、成すべきことの余地がまだまだたくさん残さ
れているなぁと実感しております。
　組織率、年会費納入率が淋しい限りの緑丘会ではありますが、地獄坂の上にある同じ緑が丘に学んだ者同
士、必ずや相通ずるところやあらんと信じて、札幌支部、そして緑丘会の諸活動に関わって参りたいと思って
います。

「入って良かった緑丘会」を
目指して

「組織は常に、進化していなくては
ならない。」というドラッカーの言葉
を拠りどころとして…

緑丘会札幌支部
副支部長

福　井　芙美子
（昭和54年卒）

緑丘会札幌支部
副支部長

吉　田　幸　弘
（昭和57年卒）



さまざまな企画に参加できる
■新年交礼会・年次大会
　毎年数百人規模で開催される、札幌支部の交流企画です。大先輩から卒業した
ての若い卒業生まで、世代を超えた交流の場となっています。あなたと同じ卒年
次の方、あるいは近くの世代の方も出席しています。

■緑丘サテライトセミナー
　商大札幌サテライトの講義室を利用して、卒業生が講師の講演会・研修会を随時開催
しています。さまざまな卒業生の貴重なお話に触れることができます。

■女子部会による企画
　クリスマス会、「おたる案内人検定」勉強会などの企画が行われています。

■その他の活動
　ゴルフ、囲碁、丘美会、緑丘RUNNERSなど、趣味が一致する同窓メンバーによるさま
ざまな活動が行われています。

　各種企画の開催日、参加方法など詳しくは、事務局に遠慮なくお問い合わせください。

さまざまな同窓と知りあえる
　上記の企画で知り合った方と名刺交換したり、SNSでつながることで、商大の思い出
だけでなく、お互いの仕事や生活など何でも語り合うことができます。自分の知らない世
界、苦労談、やりがい、ちょっと面白い話など、楽しく話せる関係をいくつも作ることがで
きます。
　これだけだと、巷によくある異業種交流会や街コンのようにも聞こえますが、緑丘会の
良いところは、
　・商大卒という共通項があるので、初対面でも一体感を味わえる。
　・仕事上の人脈や紹介による出会いではないので、多様な人生を歩む先輩・後輩と損得なきつながりを築ける。
　この「すぐに溶け込めて、損得ではないつながりを築ける」というのが、まるでプロスポーツチームを応援するファンのような、独特
の連帯感や居心地の良さがあるように感じます。

　　7月8日（土）には「札幌支部年次大会」が開催されます。 まだ参加経験がない皆さま、初参加ぜひお待ちしています。名刺を
お持ちの方はご持参をお勧めします。詳細は本誌16ページ、ならびに緑丘会札幌支部のウェブサイトにてご案内しています。ぜひご
覧ください。
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緑丘会札幌支部のご案内

　緑丘会札幌支部は、札幌近郊における商大卒業生の交流・親睦が目的で設立され、事務局はJR札幌駅西側にある
「sapporo55ビル」3階・小樽商科大学札幌サテライト内にあります。
　札幌支部の事をまだよく知らない読者の方へ、どんな事ができるのかご紹介いたします。

緑丘会札幌支部事務局	 TEL011-231-6900
	 MAIL　ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp
	 HP	http://www.ryokyukai.com/
	 Facebook	小樽商科大学同窓会緑丘会札幌支部
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　緑丘会とは？札幌支部とは？色々な観点から緑丘会についてご紹介していますが、今回は、「もっと多くの同窓生

に参加してほしい！」という思いから、活動に参加していない同世代の仲間にインタビューしてみました。

　その心を知ることで、もっともっと参加したいイベントを企画するヒントを頂けるのではないかと考えたのです。

　様々な項目に対するご回答を、箇条書きでご紹介致します。

　私の学生時代はとにかく人が好きで、大学構内で友人や先輩後輩とすれ違い、挨拶を交わすだけでも嬉しかった

のを思い出します。わざわざ連絡を取り合わなくても、大学に行けば誰かに会えるというのが楽しかったのです。

同窓会が、その様に、参加すれば友人に会える楽しい場所になればいいなぁと感じます。

　社会人となってから、もちろん新しい素敵な出会いもありますが、旧友との再会はどこかほっとします。

　また、同じ新しい出会いでも同窓の方との出会いは独特な安心感があります。

　今回のインタビューを受けて下さった友人から、「すごく誘ってくれる人がいたら参加するかも」「イベント内容

によっては行くかも！」「自分の友達がいたら行くかも！」という声を頂き、今ある活動を伝える努力の必要性を、

一番に感じました。まず、私がしたいと思った事は、一緒に行きたい友人達に連絡をすることです（＾＾）

　皆さんも、大切なご友人を誘って７月の『年次大会』に参加してみませんか？

そうだ！  緑丘会に参加しよう！③
～緑丘会に参加しないのは何故？編～　　

大　門　あすか
（旧姓　野㟢・平成15年卒）

①年に２回の『新年交礼会』、『年次大会』をご存知ですか？
　・知らない（知らないというのが圧倒的）	 ・誰か友人から聞いたことがある気がする

②『緑丘さっぽろ』で①の行事案内をしていますが、見ますか？
　・実家に届いて見るが、中身はよく見ていない	 ・昔届いていたが、届かなくなった

③同窓生が来ていたら参加したいですか？
　・ビジネスとかの話がある人ならいいかもしれないけど、特別参加したいとは思わない
　・会費が高い（妥当な金額という意見も）　
　・最終的に寄付とかしなきゃいけないのでは？そこまでの余裕がないので不安

④有志や女子部会によるイベントに興味はありますか？
　・堅苦しくなくて、同年代や同級生がたくさんいるなら行ってみたい
　・毎回は無理でも行ってもいいかなと思う	 ・同期がいて、事前に行く人を知っているなら行きたい
　・子供も連れて行けるイベントなら参加したい

⑤同窓生と普段会いますか？
　・生活スタイルが変わってから会わなくなった	 ・１年に１回位、会う友人が何人かいる
　・決まった友達と定期的に会っている	 ・Facebookで繋がっていて旅先で会いに行くことがある

⑥普段、どの様なイベント、習い事等に参加していますか？
　・社会人になってからできた友人グループで活動　・決まったお祭り
　・飲み会　　・スキー・ボード　　・ドライブ・温泉　　・野外音楽イベント
　・特に参加するイベントは決めていなくて、仕事の休みにあるイベントを調べて参加している

⑦どんなSNSを利用していますか？
　・Facebook　　・Instagram　　・Twitter　　・LINE
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　卒業以来36年もの間、緑丘会に不義理を続けてき

た身として、この「緑丘さっぽろ」への寄稿は、甚だ

心苦しいばかりですが、私自身の商大への、そして

小樽への想いを思うままに書かせていただきたいと

思います。

　私事、たくぎんで17年、空知信用金庫で19年、そ

して、昨年6月からは理事長に就任し、金融マン人生

も終盤を迎えるところではありますが、金融マンと

してこれまで大過なく人生を歩むことができたの

も、商大ならではの自由な学風と実学重視の精神に

より社会人としての礎が培われたからこそだと思っ

ています。

　小樽は、函館出身の私が初めて一人暮らしをスター

トさせた地であるのと同時に、妻との出会いの地で

もあります。そのため、私も妻も小樽に対しての想い

はひとしおで、今でも年に数回は二人で訪れます。

　最近の小樽は、インバウンド全盛の時代と世間で

評される通り、多くの外国人観光客が訪れ、そうし

た観光客向けのハイカラな店などが増えてきたよう

に思います。ただ、その一方で、私が大好きな、人情

味のある、決して今風には洗練されていない小樽の

情景が少なくなったことに幾許かのさみしさを感じ

ることもあります。

　ところで、私は立場上、採用の為に学生と会う機

会があります。もちろん、商大の後輩とも面接しま

す。信用金庫を志望する学生は地元志向が強く、多

くの学生は面接の際、信用金庫に入って地域に貢献

したいと答えます。確かに、信用金庫において地域

貢献という言葉はもっとも重要なキーワードの一つ

です。しかし、今や地方経済も東京や海外での出来

事と決して無縁ではなく、金融を通じ地域貢献を行

うには、地元に目を向けるだけでは足りず、全国的・

国際的な視野が必要となっています。

　後輩には、地元を愛するからこそ、地元以外を知

ることの大切さを知って欲しいのです。商大の伝統

の一つは、日本全国で、海外で活躍する人材を輩出

することだと私は理解しています。

　東京と海外で10年以上勤務し、商大の沢山の先輩

が活躍する姿を見た者として、後輩へ言いたい。外

を知らなければ地元のアイデンティティはなかなか

見えてこないものです。もっともっと、外を見る努

力をしましょう。

　最後に、自宅通学生以外の後輩へ一言。是非、札幌

ではなく、小樽に住んで下さい。

小樽、そして商大への想い

熊　尾　憲　昭　
（昭和５６年卒）

−活躍する緑丘人−
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　「戦後初めて北海道に新しい酒蔵が出来る」と新聞

やテレビ、経済誌などで紹介されました。新しい酒

造会社は旭川の近く、層雲峡温泉を有する上川町に

設立し、上川大雪酒造『緑丘蔵』と名付けました。

　「北海道に日本酒の酒蔵をつくりたい」という突飛

な考えを言い出した時、親身に話を聞いていただい

たのは緑丘会の先輩方でした。酒造会社を起業する

には多大な資金と準備を要しますが、緑丘会の島崎

理事長をはじめ、緑丘の先輩方のご指導や温かいご

支援のおかげで実現することが出来ました。私の人

生において、そして何より新しい酒蔵の実現に、考

えられないほどのご支援を頂いた緑丘の先輩方に感

謝の意を込めて、新しい酒蔵を『緑丘蔵』と名付ける

ことにしました。

　昨年から小樽商科大学後援会理事、緑丘会東京支

部理事に就任することになり、50歳を目前に母校と

の距離がとても近くなりました。尊敬する緑丘会の

先輩方と接する時間も格段と増え、人生の目標とは

何か、どのようにそこまで行くのか、今では緑丘会

は私の人生の道標となっています。

　今年1月にはエバーグリーン講座で『職業の選択　

～出会いから始まる仕事～』というテーマでお話し

させていただきました。札幌で生まれ小樽商大を卒

業後、野村證券、外資系金融機関、化粧品会社役員、

ヘッドハンターなどを経て、北海道出身の『世界の

ミクニ』こと三國清三シェフと二人で会社を設立し

て東京・北海道でレストランを経営し、酒蔵の初代

蔵元となるまでの出会いや緑丘会のすばらしさにつ

いてお話ししました。これまで何回も転職をしまし

たが転職活動をしたことは一度も無いのです。これ

までの転職は全てご縁（出会い）なのですが、新しい

仕事を始めるときには緑丘の大先輩のご意見を聞き

に行ったりしました。

　大学が同じだったこと以外、共通点が無い者同士

が、世代を超えてこんなに温かく母校や後輩を支援

していただける緑丘会は本当にすごいと思いますし

心から感謝しています。私は平成2年卒業ですが、今

年の卒業生も含め平成世代の卒業生や留学生が今後

も緑丘会の堅い絆で結ばれていくことを真に願い、

そのために微力ながら緑丘会活動をしていこうと

思っています。

証券マンから初代蔵元となって
～北海道12番目の酒蔵『緑丘蔵』～　

塚　原　敏　夫　
（平成２年卒）

−活躍する緑丘人−

上川大雪酒造『緑丘蔵』の夕景
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会計研究会（麻雀同好会）
（昭和49年４月設立　会計の専門家を目途）

大石一良（昭和49年卒）

花田雅史（昭和52年卒）

樽谷篤知（昭和53年卒）

後藤道博（昭和53年卒）

中小企業診断士

佐藤　敦（昭和 57 年卒）

コンサルティング方針：「宇宙が応援する経営」

株式会社小樽ゴルフ場
監査役・公認会計士　　大 石 一 良（昭和49年卒）

大石公認会計士事務所
〒060-0004
札幌市中央区北4条西12丁目1番地28
　　　　　　　　　 北4条ビル　５階

（電話）　０１１－２８０－９３００
（E-mail ） ohishi-jimusho@coral.plala.or.jp

法務会計プラザ　佐藤等公認会計士事務所

佐藤　等 （昭和59年卒）

〒060-0042
札幌市中央区大通西4丁目1番地　道銀ビル7階

中ゼミ、基礎スキー部、函館中部高校出身

昭和56年卒
鈴木ゼミ

（昭和50年卒　伊藤森右衛門ゼミ）

（昭和56年卒）
北海道武蔵女子短期大学

事務局　伊藤　顕史
（MBA６期）

おかげさまで本学は 50 周年をむかえました
〒001-0022 札幌市北区北 22 条西 13 丁目

大成建設株式会社　札幌支店

佐藤 公春　（昭和57年卒）

〒060-0061　札幌市中央区南1条西1丁目４番地
　　　　　　　大成札幌ビル
TEL　０１１－２４１－１２０４

北海道武蔵女子短期大学
英文学科 教授　松 田  寿 一

（昭和 51 年卒）
おかげさまで本学は 50 周年をむかえました
〒001-0022 札幌市北区北 22 条西 13 丁目
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（平成2年卒）

山吹商工株式会社

岸田　一彦　（平成３年卒）

準硬式野球部、小樽潮陵高校出身
小樽市入船５丁目２４番７号

（平成12年卒）

下記の日程で開催します。ぜひご参加ください。
記

幹事　八反田康一（昭和56年卒）
連絡先011-221-9181　北海道マツダ販売内

日時　2017年7月22日（土）　午後6時より
場所　京王プラザホテル札幌 グラスシーズンズ

小樽商科大学昭和52年入学
同期会のお知らせ

ヨット部OB・OGのみなさん
今年も現役部員と共に楽しい時を

過ごしましょう！

8月5日（土）10時～　祝津前浜にて
問合せ先：蝦夷水碧会

バーベキュー大会のお知らせ

（平成2年卒）

平成4年卒
石原ゼミ
空手部

平成3年入学同期会
幹事代表　歌原　邦芳
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平成3年入学同期会報告

　3月4日、札幌プリンスホテルで、入学25周年を記念して同期会を行いました。

　昨年の2月11日札幌支部主催の新年交礼会で、今回の幹事代表歌原君の「卒業20周年やり損ねたね」がきっ

かけでした。「では、入学25周年はどうかな」とその場にいた笠井君も交えて話が弾み、幹事を増やすため各自

声かけをして当日までには14名に幹事を引き受けてもらいました。

　第1回幹事会は、こちらも7月24日支部主催年次大会終了後、その二次会と称して集合しました。そこからい

ざ動き出してみるといろいろな事が出てきましたが、様々な業界で活躍しているメンバーが揃っていたおか

げで順調に当日を迎えることが出来ました。

　同期会当日は、大学から江頭進副学長、篠崎恒夫名誉教授にご臨席を賜りました。学生時代の学長山田家正

先生はご臨席がかないませんでしたが、心温まるメッセージとお心遣いを頂戴しました。この場をお借りしま

して御礼申し上げます。

　司会の中田君、木村さんの進行で幹事代表挨拶、江頭副学長からのご挨拶、乾杯と進むなか、ほろ酔いに会

話も弾み上機嫌になった篠崎先生がご尽力されている小樽の歴史的建造物について講義さながらお話くださ

り、卒業アルバムスライドショーでは学生当時の様子を懐かしく楽しく思い出したり…。

　そのような中、一番盛り上がったのは「うたごえ喫茶」です。市内外の福祉施設等イベントで出張演奏を行っ

ているアコーディオン奏者の石澤さんが、学生当時のヒット曲を演奏し幹事を中心にみんなで歌いました。そ

の後はまたまた登場篠崎先生のリクエストで先生のリサイタルになる、というおまけの一幕もあり、あっとい

う間の2時間は、校歌と若人逍遥の歌で無事終了しました。

　山川君、菊池さんの司会で始まった二次会はほぼ全員出席で、プリンスホテルの25Fスカイラウンジからの

眺めも堪能しながら、学生時代にタイムスリップしたひと時は話が尽きることなく、20年ぶりの交流は更に深

まりました。

　次回の卒業25周年記念同期会では、100名を超える同期が集合できますように。

　幹事の皆さん大変お疲れさまでした。

髙　橋　真　美　
（平成７年卒）
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才　気　煥　発　！！
囲碁の効用を今一度思い出して下さい。
人間の脳はいくつになっても使うほど発達します。
心身の健康は脳の健康、脳の活性化・発達を考えるならば囲碁は正に
脳の健康スポーツです。
また囲碁は「知」の宝庫です。
考える「知」、表現する「知」、相和す「知」によって三つの「わ」（和・輪・
話）が生まれます。
囲碁を知らず年配の方でも決して「六十の手習い」「年寄りの冷や水」
などはありません。緑丘人は皆、才気煥発なのですから…。
〇平成29年2月12日（日）
　定例会・総会　大通り囲碁センター 25人
〇平成29年4月23日（日）
　春季知事杯戦　一部リーグAチーム8チーム中3位

　今年度から室工大OB会が参加、友好交流が始まります。

札幌緑丘囲碁クラブ　☎０１１－２３１－６９００（緑丘会札幌支部）

平成29年ゴルフ会日程
開催日 コース名 スタート時間 備考

５月７日（日） 札幌カントリークラブ
真駒内CC空沼コース １２：００ プレー料金　10,800円

☎０１１－５９１－８４２２　6組

７月１７日（祝・月） 札幌国際ＣＣ　島松コース ８：０３ プレー料金13,000円（昨年）
☎０１１－３７６－２２２１　６組

８月１０日（木） ツキサップＣＣ １３：０３ プレー料金　10,250円（昨年）
☎０１１－８８１－６７０１　8組

９月２３日（祝・土） 札幌ＧＣ　由仁コース ６：５３ プレー料金　13,728円（昨年）
☎０１２３－８３－２７７７　6組

・今年度も昨年同様年4回開催とします。
		また、別途に「小樽商大VS室蘭工大」コンペを企画中です。
・今年度より競技方式は全てダブルペリア方式（トリプルカット・上限36）により開催致します。
・	使用ティはレギュラーティですが、満70歳以上の会員は、シルバーティを設けます。希望によりど
ちらかを選択出来ます。（HCはレギュラーティ選択時と同等）
・	各例会はすべて支部長杯争奪戦とします。なお、各回優勝者に支部長杯を贈呈し、取り切り戦
は行いません。
・会費は3,000円とします。（昼食・賞品代等に充当）

緑丘会札幌支部　☎/FAX　011-231-6900　MAIL　ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

競技方法

お問合せ
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私の一族と小樽の縁

小樽運河ロードレース

　私の一族には小樽と妙な縁がある。私の父方の祖父は、戦前宮城県で農業を営んでいた。生活苦のた

め、昭和8年頃小樽の缶詰工場で働くことになった。しかし友人に誘われ、三笠山村（今の三笠市）幌内の炭

鉱で働くことにした。幌内－手宮間には明治１５年に石炭を運ぶための鉄道が敷かれ、二つの町には縁が

ある。私の父は昭和２０年１４歳の時に小樽で予科練を受験。その数十年後私は小樽商大に入学する。卒業

後金融機関に就職するが、五年目で小樽勤務となり、小樽出身の女性と結婚する。こうしてみると私の一族

は何かと小樽に不思議な縁がある。

　私は今札幌に住んでいるが、小樽を自分のもう

一つの故郷のように感じている。小樽のノスタルジ

ックな町並、グルメが好む食べ物、海が見えるとこ

ろが好きである。商大時代、図書館ではよく海が見

える場所に座っていた。絶景であった。宿題や調べ

ものをしていて疲れた時、海を見つめていたので

あった。

　緑の季節になりました。北海道はまだまだ肌寒さを感じる日も多くありますが、路面は晴れ、大地を踏みしめ

る喜びを感じずにはいられません。そう、今年も走るシーズン到来です。6月18日開催の小樽運河ロードレース

には、学長を筆頭に沢山の大学関係者・OB・OG・現役生が参加します。昨年私は走り込み不足がたたり、不甲斐

ない成績に終わりましたが、今年は4月・5月と繁忙

期に負けず走り込み、リベンジしたいと思います。締

め切りは過ぎてしまいましたが、参加されない方も

是非応援に来てください。

　当日は応援団や沿道の同窓生の応援があり、とて

も盛り上がりますよ！走った後にはニュー三幸で打

ち上げもあり、すっかりお祭り気分。現役生もいらっ

しゃいますので、ラン風呂ビアとはいきませんが、皆

さんでお互いの頑張りを称えあいましょう！

千　坂　直　人
（昭和57年卒）

緑丘RUNNERS
三　宅　英　彦

（平成6年卒）
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同期会・行事のご案内

第103回対北大総合定期戦対面式

昭和５３年入学　卒業３５周年記念同期会
日　　時▶平成29年9月17日（日）14：00～17：00

場　　所▶小樽ニュー三幸（小樽市稲穂１丁目3-6　☎0134-33-3500）

会　　費▶6,000円

二 次 会▶マルジェ尚（会費3,000円程度）

幹　　事▶巌城聡、岩下佳裕、大西(若竹)伸枝、奥野剛史、梶田(永澤)亮子、狩野(佐藤)多佳子

　　　　　倉増泰幸、佐々木(小原)智美、進藤憲基、外園(新川)知代、千坂直人、野村太、平塚彰

　　　　　福井雅紫、福井(阿部)郁子、堀内(小桧山)智江、吉田幸弘

問合せ先▶福井郁子（1978doukikai@gmail.com）

　　　　　緑丘会札幌支部、Facebook「小樽商科大学・卒業35周年同期会」　

　　　　　※ご連絡は、6月16日までにお願い致します。

第29回おたる運河ロードレース大会
平成29年6月18日（日）、おたる運河ロードレース大会が開催されます。小樽色内ふ頭を9時にス

タートします。

今年も和田健夫学長、和田良介先生をはじめ、多くの同窓が参加します。エントリーは既に終了し

ておりますが、小樽港の潮風を満喫しながらの応援、ご観戦に、ぜひ足をお運びください。

　第103回対北大総合定期戦対面式を、7月2日（日）11時より小樽サンモール一番街で開催します。

　9時20分に商大校門前を出発します。

20周年記念　丘美会絵画展2017
と　き▶平成29年6月20日（火）～25日（日）

　　　　ＡＭ10：00～ＰＭ6：00（最終日はＰＭ4：00まで）

ところ▶ギャラリー大通美術館（中央区大通西5　大五ビル）

今年は20周年記念となります。皆様ぜひご覧ください。
2015年の様子

名刺広告
募集しています！
　8～9ページに名刺広告を掲載

しています。仕事のPRや告知な

ど、ご縁を繋ぐ場としてぜひご利

用ください。お問合せは支部事務

局へ。ご協力よろしくお願い致し

ます。

緑丘文庫紹介！
大西猪之介著
「囚はれたる經濟學」
大正9年発行

　若くして亡くなった小樽高商教

授の著書（初版本）です。同窓の方

が学生時代に先輩から譲り受け

大事に保管していたものを、ご寄

贈いただきました。



緑丘会札幌支部は、会員の皆様の会費によって運営されています。
　緑丘会本部会費とは別に、札幌支部会費として年額3,000円を申し受けております。3年分、5年分とまとめてお支払いになりますと

お得な割引制度もございます。年次大会の受付でもご納入いただけますので、ご協力よろしくお願い申し上げます。
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緑丘会札幌支部
電話／ FAX ： 011-231-6900
ホームページ　http://www.ryokyukai.com/
メール ： ryokyukai@galaxy.ocn.ne.jp

亡くなられた会員の皆様（平成28年11月～平成29年5月受付）

昭和16年 	 金巻　判自 	 平成28年	 6月28日	ご逝去

昭和19年	 山本　英紀 	 平成28年	 4月	 2日	ご逝去

昭和23年 	 河端　雄之介 	平成28年11月28日	ご逝去

昭和30年	 葛西　貢一	 平成28年12月18日	ご逝去

昭和30年	 矢野　一敏	 平成28年12月23日	ご逝去

昭和31年 	 津久井　秀男	 平成28年12月	 7日	ご逝去

昭和32年	 加藤　誠一	 平成29年	 1月24日	ご逝去

昭和32年 	 金子　秀夫	 平成29年	 4月	 7日	ご逝去

昭和33年	 松原　晴哉 	 平成29年	 3月20日	ご逝去

昭和35年	 小西　正之	 平成29年	 2月11日	ご逝去

平成17年（院）	徳井　美智代	 平成28年10月25日	ご逝去

謹んでご冥福をお祈り申し上げます。（敬称略）

　商大に通っていた頃から旅が好きで、卒業後は旅行会社に就

職しました。当時は添乗員として国内各地や世界各国を見聞出

来ましたし、現在は転職で旅行業からは離れていますが、それで

もプライベートでしばしば旅に出ています。

　あの頃と違い、今では格安航空会社や北海道新幹線などの

選択肢もあり、読者の皆さまや商大現役生も旅や就職活動な

どで大いに活用されているものと思います。最近はGoogleスト

リートビューで思い出の地を見に行くことも出来、私も時には小

樽市内の風景を見てノスタルジーに浸ることも。いずれも隔世

の感がありますね。

　歳をとるごとに痛感しますが、旅は自己の固定概念や閉じか

けた視野を小気味よく解放してくれて、仕事や生活への力をく

れる貴重な存在ですね。札幌支部の広報委員だけでなく、現職

でも広報の仕事をしているため、業務上必要な「好奇心」を刺

激してくれるよき時間ともなっています。

　緑丘会でも、近年はSNSなども活用し、卒年次や業種を問わ

ず幅広い交流が行われています。旅と同じく、よき時間をくれる

ありがたい存在と感じます。そして年次大会でも多くの同窓の

方と交流したいと考えています。皆様ぜひ足をお運びください。

広報委員 菊地 圭児（平成13年商学部卒）

編 集 後 記

新幹事　ご紹介
　今年度1回目の常任合同幹事会にご出席いただいた皆

様をご紹介いたします。

　左より、数年ぶりに札幌に戻られ常任幹事に復帰され

た荒川武志さん（昭和60年卒）、副幹事長の小泉靖さん（昭

和63年卒）、常任幹事・総務委員の南千晶さん（昭和55年

卒）です。

　これからもどうぞ宜しくお願いいたします。

緑丘戦没者慰霊祭にご参列を

平成29年 8月15日（火）11：59から
緑丘戦没者記念塔（大学構内奥）にて

　大学研究棟前の白樺林の中にひっそりと建つ緑丘戦没者

記念塔。学徒出陣で亡くなられた学生、大学教職員の御霊を

慰めるべく、昭和44年に当時の松尾正路教授が卒業生有志

に呼び掛け、建立されたものです。塔内部には戦没者347名

の銘が刻まれ、松尾教授による碑文があります。

戦の野に果つるとも　若き命この丘にとどまりて

消ゆることなし　友よ安らかに眠れ

　毎年終戦記念日には、ご遺族、緑丘会関係者、教職員、学

生らが列席し、戦没者慰霊祭が行われます。今日の平和が多

くの犠牲の上に成り立っていることを語り継ぐためにも、皆

様のご参列をお願いいたします。



－私の起業20年－
心理学と経営学の真理について

健康心理士として全国で活躍されている八尾稔啓

氏。かつて母校のエバーグリーン講座や当支部新

年交礼会でも講師を務めていただきました。

昨年出版された著書「すばらしい自分に出会おう」

では、日常生活の中で自分自身を見つめて発見す

る方法をわかりやすく解説されています。今回も

興味深いお話が伺えそうです。

多くの皆様のご出席をお待ちしております。

札幌支部講演会

講師　八尾  稔啓 氏 
　　　　（昭和56年卒　久野ゼミ､剣道部､応援団）

日時▶平成29年9月21日（木）　午後６時30分～

場所▶小樽商科大学札幌サテライト　（中央区北５西５sapporo55ビル３F）

会費▶無料

＜プロフィール＞
1957年山口県宇部市生まれ。小樽商科大学卒業後、

1981年より1989年まで江崎グリコ㈱に勤務。転職を経

て、1997年に有限会社エイ・エル・ピーを設立。

一般企業、各種団体、教育・医療機関などの様々な分野で

講演をおこなっている。著書に、「すばらしい自分に出会

おうRIVの法則　基本編」「同　実践ワークブック編」が

ある。

や お としひろ

お申込は札幌支部事務局まで、お電話かメールにて①卒年、②氏名、③連絡先をお知らせください。



●と　き 平成29年7月8日（土）
総会 午後4時30分
懇親会 午後5時

●会　費 5,000円

●ところ 札幌プリンスホテル 国際館パミール
（南3西12　☎241-1111）

平成29年（2017年）緑丘会札幌支部　

Remember the ‘商大魂’
平成29年（2017年）緑丘会札幌支部

年次大会のご案内

お名前

ご卒年 （  昭 ・  平  ）　　　　　　　年卒 学生　　　　　　年

ご住所

電話・アドレス （ 自宅 ・ 勤務先 ）

次回ご案内をお送りしますので、初めてご参加の方、変更のある方はご記入ください。

差し支えない範囲でご記入をお願いします。
この機会に支部へ入会を希望される方は、チェックをお願いします。

と　き▶平成29年7月8日（土）
　　　　総　会：午後4時30分～
　　　　懇親会：午後5時～
ところ▶札幌プリンスホテル　国際館パミール6階　
　　　　（中央区南3西12　☎241-1111）
会　費▶5,000円　

当番幹事▶昭和63年入学・平成4年卒

　　　　　代表　石川孝彦　(船津ゼミ、山岳部、トランポリン競技部、苫小牧東高校)

特別企画
パネルクイズアタック25で優勝経験のある須川正啓さん（平成18年卒、OBS9期）によるクイズ大会を
開催します。優勝者は海外旅行挑戦権獲得!?　腕に覚えのある方、どうぞお楽しみに!

今年卒業の方は無料ご招待
職場やお知り合いに新卒の方はいらっしゃいませんか。
今後の人脈作りの絶好の機会ですので、ぜひご参加いただくようお声かけをお願いいたします。

一人でも多くの方のご参加を
懐かしい先輩や仲間との再会、新たなご縁を繋げるきっかけに、ぜひともご参加ください。
お子さま連れも大歓迎!　キッズコーナーをご用意いたします。
お席は卒年毎となりますが、入学年等のご希望やゼミやサークル単位のお席も承ります。

お申込は6月24日（土）までに、各年度幹事か事務局まで卒年とお名前をご連絡ください。
当日は受付が大変混み合います。できるだけ事前にお申込の上、会券をご持参くださいますよう
お願いいたします。会券は支部HPからもダウンロードできます。

年次大会年次大会年次大会年次大会

き　り　と　り

ご勤務先

出身高校

所属ゼミ・部・サークル


